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[方法] 2009年～2011年に実施された掛川コホート研究参加者のうち、身長・体重測定や日本語版 Eysenck 
Personality Questionnaire-Revised (EPQ-R) 短縮版を含む自記式質問票を完答した 30～85歳の 1358人を対









区間 0.36— 0.75）と社会的望ましさと外食の頻度との間（オッズ比 0.44、95%信頼区間 0.29— 0.68）に負の
関連が認められた。男性ではこの傾向はみられなかった。 
[結論] 本研究の結果、性格と食事習慣との関連は、男女で異なっていた。女性において、性格（社会的望ま
しさ）と食事習慣（食べ過ぎ、外食の頻度）との間に負の関連がみとめられた。 
